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遺 傳 形質は 外觀上 二 者 を區 別す る 事 は 難か しい 事 で ある ． しか し或 る 揚合 に は 、

少 くと 竜色 に 關 する 遺傳形 質の 場 合 に は Aa な る hcter｛， に あ る もの は 完 登 な

る優性 を現 きず AA な る 形 質 と質的 に 或 は 量的 に 異 う 1・lll・な る劣性 形 質に近 い

歌 態 を現 す ． 例 へ ば オ シ ロ イ バ ナ の 臼 と紅 を交 配 し た 第一 代 の もの は 自で は 無

く淡紅 色 を 呈 す る．

覧
遺 傳 質の 組合 せ の 異 る AA 急 a 爾者 の 間 に 何 等 か生 理 的 な 差異が あ るだ らう

と云 ぷ 剽 こ誰 し 竜氣付 く事 で あ るが 著 者は ネズ ミ を材料 と し荻 （aqolit ・i｝ X 白

（轟lbin射 な る交 雜 に よ む得 た h〔
・納 、 ♪ の 荻色 の もの と親 に 用 ひ た homo の 荻 色

の 竜の に生 後十 日か ら十 四 日の 間 に 、 辛 5 じて 毛 が 脱 け る 縄 度 の 弱 い X ・
線 を

當 て た
， 而 して 1冠 e 助 の もの 1こ生 へ て 來 た 毛 は 白毛 が 3− 4 で 萩 毛 が 1 の 割

合で 杢 體 と して は 一 見 淡 飯色で ある
。 而 して 動物が 威長 す る に した が ひ 墸 々 淡

くな る 如 く思 は れ る ． しか し曇とれ は 自 毛 が よ ウ白 くな る の か 萩毛 が 脱 け るの か

は 不 明 で あ る． 他 方 ho 皿 C， り萩色 の もの 1（於 て 竜多 少臼 くな る毛 惑あ るが 大部

分 の 竜の は 正 常の もの よ 血濃 い 位 で あ る
．

又 X 一線を 當 て 乂 腕 毛 し て波 膚 の 色

も兩者異 る D で あつ て
、
hetero の もの は 正 當 よ う多 少暗 くな つ た が 、

　 hoino の

竜の で は 一 層 ひ ど く暗 色 と な つ た
。 しか し此 れ は皮膚の 色素 の 變 化 で あ るか或

は 生 へ 來 らん とす る毛 の 色 に よ る もの か 未 だ 確 め られ て な い ， 此 等 の 實 驗 は

honio　6 腹 14 匹 で 、　 hete」
’e は 4 腹 13 匹 に 就 て行 は れ一 つ の 例 外 もな い と

’
　

∫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

記 して居 る
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　色 素形 成 に 際 し ては 少 くと も二 つ の 優 性遐傅 質が 必 要 で あ つ て そ の 何 れ か一

つ が 劣性 であれば色素形 成 に 至 らな い 事 は 既 に知 られ て 居 る事 で あ る
。 此 れ は

メ ラ ニ ン 形 成 に 於 け る en 穿 me 　tyrosinase と oXidizer 　tyrosine との 颶係 に 相
’

封 す る
。 著 者 は 馬著鈴 や キ ノ コ か ら もyro5竡a ミe の water ρxtract を探 る前 1こ此

等 に X 線 を當 て る その 期 間の 長 短 に 比 例 して 、
tyl’osilコe に よ ウ酸 化 され て出 來

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

る メ ラ ニ ン の 量 は 増 大 す る實驗 を な して 居 る
． 而 して兩實驗 は一 見相 反 した 結

果 ζな つ て 居 る け れ ど も ネ ズ ミ に 於 け 6・結果 の 設 明に對 して 此 の 實 驗は 多分 に

暗示 的 で あ る
。

（岡　　徹 、

中樞紳經 系 に 於 け る乳酸の 代謝

　 J硲 G｝【A猷 ，H ．登ber　 den　 MUchs 鰤 γで w 〔癜 sel　 des　 Ze 凾 ralnervo エlsyEtetlls ．1．　 Bibehpm ．

　 Zeitschr．，　KTol，2（吐　（4−6｝，1§2S， 登う9−26S．

　乳酸 が 筋 肉中に 生 ず る もの で あ b 、
乙 れに重 大 な意義が あ る事 は 、 よ く知 ら

れ て 居 るが 、躰 の 他 の 器 官内 に 於 け る 乳 酸 に 就 て の 研 究 は 、余 む多 くな い
。

　著者 は i？a・　；1α 刪 蜘 画 長 び イ タ リー産 の ヒ キ ガ ヘ ル を材 料 と して 、 其脊髓 を

切 b出 し 、
MENDEL 吸 び G 〔ILDSCHE エDER 爾氏 の 方法に よつ て 、 筑 酸の 量 を測 σ
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4S 雜

te．　 O．6％ の 食 鹽 水 を 1cc だ け用 ひ 、
一

時 間 毎 に 取 6換 へ て檢査 す る と 、 此

の 食 鹽水 中 に 、 最 初 は
、 か な ら多 量 に 乳酸 が 放 出 さ れ 、 其後は 急 に減つ て 來 る

が 、
八 時 閤 後 と雖、 乳酸 が 食鹽水 中へ 浸出 す るの を認 め る 事 が 出 來 た

。
此 等の

乳酸量 を 平 均 す る と、
0ユ4％ とな つ た

。 　　　　　
．
　　　　

’

　酸 素を 飽 和 ＄せ た 食鹽 水 中に 、 脊髓 を 入 れ て 置 くと 、 此 の 脊髓の 内部 に 、
二

時 間後 に は 甚 だ微 量 なが ら、 乳酸 の 量 を増 し 、 四 時 間 後 に は 、 比 較的 多 量 に之

を 壇 すの を 認 め た
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　窒素 で 匏和 させ た 食 鹽水 中に 、 生 か して置 くと
｝

酸 素 飽和食 鹽 水 を用 ひ た場

今 よ b も、 同 じ時 問 内 に 、余計 に孚L酸が 出 來 る。 か や 5 に して 出來 た乳 酸 は 、

此 の 實驗 材料 を 、 その 後 、 酸 素飽和 食 鹽 水 に 移 して 革 、 取 b除か れ は しなか つ プZ
。

　酸 素飽 和食 鹽水 中置 い て 、 電 氣で 刺戟す る と 、 筑酸 の 形 成 が 減ず る
。 然 る 霊こ、

窒 素飽和 食鹽水 中で は 、 か や うな剌戟 を與 へ て も、 脊髓 の 乳酸 量 に は 影響が な

い
。

（寺 尾 　新 ）

し

雜 報
、

　　　　　　　　　　　　　　　新　著　紹　介 　　　　　　
‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏

Beatrice　Bateson 　i　W 兀 LL 、M 　B 　．xTEsox
，
　F，　R ，　S，　Naturalist．　x ＆ 打 3　pages．

　Afri ）ntispiece 　and ：3　plates・ Camb 正
．idge　Ullivcrsity　Press・ 1928

　歐 州職後科 學 者 の 開 に は 政 溶 家 に 劣 らず 國家主義 を袍 け る も の 少 か ら ざ る こ と を 曝露 せ 1）　 e 勿論 之 に

反 對 す る も の 亦 少 か ら ず。 故 べ 一 ト ソ ン 教授 は 其 の 最 た る もの に し て 1924 年 に 「生 物學 萬 國 同 盟 は 現 状

に 於 て は 萬國科墨 上 の 意 思 疎通 を 奬勵 す る よ り も 之 を壓制 す る も の と云 ふ べ し 」と斷 ぜ り 。 未 亡 人 は 本書

に 於 て 故 教擾の 生 涯 を略説 し 且 つ 其演説録論文等 を一
書 1こ ま と め て 公 に す 。 精 力 に とみ た る學者雄辯家實

驗動物 學 者 な り し 教授 が 「英 國に て 他 よ り 隔離 し其 の 試 驗 成績 の 如 き 同 國 同 輩 に 顧 られ ざ り し事 實 」 は一

般 に 知 ら る Σ 所 な り 。 同教授 が 科 學 上 に 新 地 を 開 か 粒と不 運 の 問 に 努力 せ し歌 は 赦外 山 博 士 の 其 と頗 る

酷 似 す る 所 あ る を 見 る o 著者 は 本書の 160 頁 を窰曖 し て 教暖 の 性行起居 を 設 け Uo 此 に よ 1〕て 生 物界 の

事實法 則 を 探 究せ ん と す る 以 外 に は 阿 物 を も眼 中に お か ざ IJ し學者 の 態熨 及 び 未亡 人 が 努力扶助 せ し 駄

態 を知 り得。 更 に 此 に よ りて 教授 が 眞 に 言語學者 な η し こ と 日本古畫其他 の 糟畫 を 嗜好 せ し こ と （夫 妻 共

に 畫 筆 を弄 せ り ♪家庭團樂 に 力 め た る こ と等 を 知 り得 o 單に 教授 不屈 不 撓 の 性格 を表 現 す る の b な ら ず讀

者 を し て 科學 研 究 に 從事 しうくは せ ん と す る も の に 刺戟 を 輿 ふ る こ と 大 な り 。十 四 講演 五 論丈 三 評論 を納

む o 其 の 中 三 個 は 未 發 表 の もの な り o 蓋 し 生 物 學 研 究 に 從事 す る もの に 向 つ て 本書 は 眞 に 好 俘侶 た り良

師 た る も の と云 ふ べ し o

W ．＆ Irene　Finley： Wild 　Animal 　Pets．　 x 　and 　311pages ．72　ph 伽 graphs ．・
、

　 Ne 、v　York ： Chrale8　ScribneiJs　Sons． 1928

　著者 フ i ン リP 氏は 合衆囲 ヲ レ ゴ ン 州 の 生物學者 に し て 勲 ね て 狩 獵 取 締 に 從事す る 人 な る が 久 し く著
．

蓮 講 話 に よ IJ 自然 研 究 を 鼓 吹 せ リ c 過 去 二 十 年 比 較 的 自 然 耿 態 に あ る ブ レ ゴ ン 州 の 野 生 獸 の 間 に 野 外生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 》
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